
ロビー展示

アート・イベントのお知らせ

ミュージアム通信
小川原脩記念美術館
☎ 21-4141　FAX 21-4142

URL www.town.kutchan.hokkaido.jp/town/

somoa/index.jsp

倶知安風土館
☎ 22-6631　FAX 22-6632

URL www.town.kutchan.hokkaido.jp/town/

huudokan/huudokan.jsp

ミュージアム通信 7月号

木田金次郎美術館　☎ 0135-63-2221

開館 20 周年記念特別展示

木田金次郎と「絵の町・岩内」

会期：7月 3日（土）～ 11 月 3 日（月・祝）

木田金次郎誕生祭　7月 12 日（土）

西村計雄記念美術館　☎ 0135-72-2525

夏から秋の展覧会

「西村計雄の世界遺産めぐり」

　会期：7月 17 日（木）～ 10 月 13 日（月）

K・U・DAY「海の日」　7月 21 日（月・祝）

荒井記念美術館　☎ 0135-63-1111

「ピカソ大百科」会期：7 月 17 日（木）～

有島記念館　☎ 0135-44-3245

企画展「夕張市美術館コレクション」 

会期：7月 12 日（土）～ 9月 7日（日） 

野瀬栄進ジャズライブコンサート

7月 12 日（土）

海と山と田園と －ミュージアムロード情報－

開館時間は 9時～ 17 時

（入館は 16 時 30 分）

7月の休館日1,8,14～ 16,22日

展覧会のお知らせ

　時折降ってくる雨粒に、木々の葉は弾み緑を濃くしていきます。羊

蹄山が顔を出さない日もまた、しっとりとした風情が美術館を包んで

います。夏の明るい陽射しを、美術館でゆったりと待ちませんか。
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常設展示

企画展示
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例
年
に
な
い
暑
さ
か
ら
始
ま
っ
た
６
月
も
過

ぎ
、
今
年
も
早
く
も
折
り
返
し
地
点
で
す
。
６

月
初
旬
に
は
羊
蹄
と
ニ
セ
コ
の
山
開
き
も
あ

り
、
自
然
溢
れ
る
倶
知
安
の
魅
力
を
大
い
に
感

じ
ら
れ
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　

６
月
30
日
か
ら
７
月
９
日
ま
で
の
日
程
で
、

私
や
議
長
、
２
名
の
役
場
職
員
、
19
名
の
町
民

海
外
研
修
団
と
と
も
に
、ス
イ
ス
・
サ
ン
モ
リ
ッ

ツ
を
訪
問
し
て
ま
い
り
ま
す
。
５
月
末
に
は
サ

ン
モ
リ
ッ
ツ
か
ら
市
長
を
含
む
６
名
の
公
式
訪

問
団
と
駐
日
ス
イ
ス
大
使
夫
妻
が
来
町
し
、
姉

妹
都
市
提
携
50
周
年
を
共
に
祝
い
ま
し
た
が
、

両
都
市
が
同
年
に
訪
問
し
合
う
の
は
50
年
の
歴

史
上
で
初
め
て
の
こ
と
で
す
。
サ
ン
モ
リ
ッ
ツ

に
お
い
て
も
、
姉
妹
都
市
50
周
年
を
祝
う
催
し

が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
倶
知
安
に
と
っ
て

も
、
サ
ン
モ
リ
ッ
ツ
に
と
っ
て
も
、
50
年
の
友

好
が
か
け
が
え
の
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
に
、

深
い
感
謝
と
至
上
の
喜
び
を
感
じ
て
お
り
ま

す
。
今
回
の
訪
問
は
、
サ
ン
モ
リ
ッ
ツ
以
外
の

ス
イ
ス
の
都
市
も
訪
問
し
ま
す
。
今
年
は
日
本

と
ス
イ
ス
の
国
交
樹
立
１
５
０
周
年
で
も
あ
り

ま
す
。
今
回
の
訪
問
が
、倶
知
安
・
サ
ン
モ
リ
ッ

ツ
だ
け
で
は
な
く
、
日
本
・
ス
イ
ス
の
友
好
に

つ
な
が
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

７
月
に
入
り
、
夏
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
が
本
格

的
に
始
ま
り
ま
す
。
倶
知
安
に
お
い
て
も
多
く

の
イ
ベ
ン
ト
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
子
ど

も
た
ち
も
夏
休
み
に
入
り
、
町
内
外
を
問
わ
ず

ご
家
族
で
出
か
け
る
機
会
も
増
え
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。今
年
の
夏
は
冷
夏
と
の
予
想
で
す
が
、

体
調
管
理
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。
水
分
補
給

を
し
っ
か
り
し
て
、
熱
中
症
に
は
十
分
注
意
さ

れ
、
楽
し
い
夏
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

福
島
世
二

常設展示

「小川原脩 童話の光景　異国の空」7月 13 日（日）まで

「小川原脩 童話の光景　アニマルワールド」

　小川原脩が描く動物たち、馬、犬、大白鳥。ときに人間以上に豊か

な表情を見せる動物たちをモチーフに、ユーモアとペーソスを表現し

ています。作品からは、動物たちの物語が紡がれます。

会期：7月 17 日（木）～ 9 月 29 日（月）

関連行事：「童話をつくろう」ワークショップ

7月 21 日（月・祝）13 時 30 分から

申し込み不要、参加費は入館料（団体料金）のみ

企画展示

「4 人の絵本原画展　マットかずこ　山岸みつこ　すずきもも　中井

亜佐子」7月 13 日（日）まで

「しりべしミュージアムロード共同展ミュージアムロード百科事典」

　有島記念館、荒井記念美術館、木田金次郎美術館、西村計雄記念美

術館との共同展を開催します。ミュージアムロードゆかりの作家とそ

の作品を、事典のように分類・説明する展覧会。各館それぞれのサブ

テーマにちなんだ作品を展示します。

　会期：7月 17 日（木）～ 8 月 24 日（日）

ロビー展示　※観覧無料

　北口さつきさんの作品「Four Seasons 夏」を展示します。

　会期：7月 19 日（土）～ 8 月 24 日（日）

アート・イベントのお知らせ 

土曜サロン 「サンモリッツの美術館～小川原脩とセガンティーニ」

日時：7月 26 日（土）14 時～ 15 時

講師：当館館長 柴 勤　会場：美術館映像ルーム（入館料のみ）

フリーマーケット開催
■日時／ 7月 19 日（土）
　　　　10 時～ 14 時（雨天中止）
■場所／倶知安風土館側前庭
　　　　（アプローチ）周囲

　私たちのふるさと後
し り べ し

志は、山から海へと変化に富んだ風景が連なり、

小
お が わ ら し ゅ う

川原脩をはじめ後志生まれの画家たちも、この「ふるさとの風景」

が大好きでした。皆さんそれぞれが思い描く「ふるさとの風景」を、

自由に描いてください。たくさんの作品をお待ちしています。

応募期間：9月 19 日（金）まで（締め切り必着）

応募資格：小樽市を除いた後志管内の小学生

応募の決まり：四つ切画用紙に水彩かクレヨンで描かれた未発表作品

を応募してください。応募はひとり 1作品とします。

◆詳しくは、各学校で配布される案内をご覧いただくか、小川原脩記

念美術館までお問い合わせください。

第7回小川原脩記念美術館絵画コンクール「ふるさとを描こう」



広報くっちゃん ミュージアム通信

―ケムシの季節― 376 回

　ムシのうるさい季節になった。人気のない昆虫の中で、皆

さんに最も嫌がられるのは何と言っても毛虫の類だろう。つ

いでながら、私も余り好きではない。

　毛虫といえども五分のタマシイがあるのだから、彼らの生

活権まで否定する気はない。だから山の中で勝手に生活し、

こちらの生活圏に入ってこなければ良いと思うのだが、そう

上手くはコトが運ばない。

　多くの毛虫の中で、主婦に悲鳴をあげさせる東の横綱がマ

イマイガとすれば、西の横綱はオビカレハだろう。人里を好

み、バラ、サクラ、リンゴ、ウメなどの果樹や園芸植物が大

好物である。

　前年に塊で産み付けられていた卵からかえった幼虫は、多

数が協力して糸を紡いで一種の巣をつくる。その様がテント

『犬Ⅳ』

1993 年　小川原　脩　画

 小さな犬が描かれている。体のバランスからして子

犬であろう。小川原は犬が登場する作品を数多く描い

ているが、子犬は決して多くない。明るい茶色の毛並

み、小さな尻尾にも、ふわふわの手ざわりを感じさせ

る。このふわふわという感触は、老若男女問わず、愛

らしさや好ましさといった気持ちを起こさせるそう

だ。

 犬は元来、群れる習性があり、集団にいてこそ安心

感を得て、また人とも生活を共にする。ところが、こ

の小さな犬の一匹でも堂々と胸をはり、自信や誇示を

あらわすように尻尾をピンと持ち上げた姿。何かに夢

中になっている眼差し、少し持ち上げられた前足は、

一歩を踏み出すところなのか。まっすぐに視線をむけ

る、小さくて明るい生命。この愛らしい仕草に秘めら

れたものに、小川原は惹かれたに違いない。

－15－

（天幕）を想像させることから、テンマクケムシとも呼ばれる。幼虫は夜行性で、夜間に天幕を出て枝先で葉

を食べ、満腹すると天幕に戻る。因みに、幼虫の針毛が皮膚の薄い部分に触れると痒みが出るのでご注意を。

　さて彼らの天幕には、明らかに防御の働きがある。と言うのも、大きくなると天幕を出るが、その途端に幼

虫の死亡率が跳ね上がるからだ。しかし我々にとっては、幼虫が天幕にいるときこそ駆除のチャンスである。

薬剤を撒布するにも最低限で済むからだ。彼らにとって、世間は全く鬼ばかりなのである。

　生き残ったごく少数の幼虫は簡単なマユを紡いでサナギになるが、そのサナギの死亡率も高く、無事に成虫

になるのは、全体のごく一部に過ぎない。こうして彼らの一生をながめると、つい「幸いあれ」と言いたくな

るが、いやいや決して言わないでおこう。


